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Abstract : The purpose of this research was to clarify the practicality of“subjective, interactive, and deep
learning”as favored by Margret M. Cook for child­centered childcare at the kindergarten of Hiroshima Girls
School. The Program for the Year, studied by Nobuko Minami in 1939 at the Lambuth Training School for
Christian Workers, was used to aid the research, from which the following three points were extracted :
（1）Weekly topics integrated categories such as work/activity, songs/games, conversation, and observa­
tion. These led to more fulfilling lifestyles for the children, as well as more creative and accomplished work
―a result of each child’s work/activity with their classmates ;
（2）This improved work was found to generate further“subjective, interactive, and deep learning”, which
in turn led to ideal social and ethical habits ; and,
（3）The key to this“subjective, interactive, and deep learning”is the empathic understanding of the
teacher.
Key words：広島女学校 Kindergarten of Hiroshima Girls School 子ども主体のカリキュラム Child­centered Curric­
ula 主体的、対話的で深い学び Subjective, interactive and deep learning 共感 Empathic understanding
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教師は 8 : 30から責任を持つ。ピアノによる合図。
教師の挨拶、時にお話





9 : 45-10 : 30 グループに分かれて恩物あるいは作業
10 : 30-11 : 00 年少児－戸外での活動 年長児－ゲームあ
るいは劇遊び
11 : 00-11 : 30 年少児－室内でのゲーム 年長児－戸外で
の活動
11 : 30-12 : 00 グループに分かれて恩物あるいは作業
12 : 00- 1 : 00 昼食、降園のための身支度
表 4 時間割
8 : 30-10 : 00 登園から自由作業
10 : 00-10 : 20 朝の集まり（主に礼拝）
10 : 20-11 : 00 おやつ（手洗いを済ませ机を拭き、後片付け
をする）
11 : 00-11 : 15 会話（朝の仕事の批評、話や歌の発表）
11 : 15-11 : 40 戸外遊び
11 : 40-12 : 00 ゲーム・リズム




































































































































































8 : 45-10 : 00 登園、靴の履き替え、作業時間
10 : 00-10 : 30 あつまり：お話、歌、リズム
10 : 30-11 : 00 おやつの準備とおやつ
11 : 00-11 : 10 休息
11 : 10-11 : 30 靴の履き替え、皿洗い、物語





































表 8 週 案
4月 幼稚園と家庭
行事 入園式 始業式 神武天皇祭 天長節 復活祭 フレーベル記念日
徳目 親睦 規律 親切 礼儀 感謝
週題 幼稚園生活への馴化（お母様と先生・女中さんのいない幼稚園）
作業・活動 積木 まりつき おにごっこ ままごと 自由画 ぬりえ 摺紙 棒さし 切紙 貼紙
歌・遊戯 僕は軍人 鳩ぽっぽ 白地に赤く お早う先生 サヨウナラ先生 新入園児が知っているもの 指の家族
リズム マーチに合わせてお歩き 手をたたく
童話 桃太郎 おむすびころりん 泣き虫のお話 忘れん坊のお話 ぬりん坊のお話 元気な子供のお話
会話 先生の名前を覚える 自他の区別 自分の持物 部屋について 友達の名前を覚える 自分の事は自分で できない事
は先生に話す お母様の代わりの先生 時刻を守る事
観察 遊びの材料 お仕事の材料
生活習慣 便所の作法 下駄・道具類の整理 園内案内 手洗場の扱い方 お湯を飲む場合 雨降りの日の注意 お道具箱の出し
入れ
礼拝 讃美歌 祈りの形式を覚えさせる 特に静粛を守らせる
備考 新入園児は先ず幼稚園に親しませる事 特に先生に 遊びの材料 歌等 家庭にて慣れたものを多く お仕事・童話は
第一週目にはなくてもよい
4月 幼稚園と家庭
行事 入園式 始業式 神武天皇祭 天長節 復活祭 フレーベル記念日
徳目 親睦 規律 親切 礼儀 感謝
週題 幼稚園生活への馴化（続）
作業・活動 第一週に同じ
歌・遊戯 第一週に同じ その他：むすんでひらいて 指の家族のうた 庭にて遊ぼう 番太あそび まりかくし
リズム 第一週に同じ
童話 花ちゃんのお友達 かえかえっこ
会話 遊ぶ時の注意 危険な遊びをしない事 友達と争はない事
観察 第一週に同じ
生活習慣 遊ぶ時の注意 絵本・積木等遊びの後のあとかたづけ 時間を守る事 自分の事は自分でする事
礼拝 第一週に同じ










































行事 入園式 始業式 神武天皇祭 天長節 復活祭 フレーベル記念日
徳目 親睦 規律 親切 礼儀 感謝
週題 幼稚園と家庭の礼儀
作業・活動 粘土 織紙 砂遊び 花に水をやる 麦わら
歌・遊戯 大きくなれよ・・・ レコード サイタサイタ やすめ やすめ 春がきた 天長節の歌 君が代
リズム おあるき けんけん
童話 しげるさんの一寸（おねんねするまで） 楽しいおうち 三匹の熊
会話 お母さんについて語る 家を出る時の挨拶 家族各自の義務 お友達に対する挨拶（ありがとう、ごめんなさい、すみ
ませんの言葉） 先生に対する挨拶（サヨナラ、オハヨウ）





行事 入園式 始業式 神武天皇祭 天長節 復活祭 フレーベル記念日
徳目 親睦 規律 親切 礼儀 感謝
週題 春の自然界（雨、太陽、植物のめざめ、動物のめざめ、さくら、とのさまがえるについて
作業・活動 自由画 畳紙 等加える 砂遊び 国旗作製
歌・遊戯 君が代 天長節の歌 けむし けむし 小さいお庭
リズム 雨や風をリズムに合わせる
童話 おむすびころりん あべこべ村の幼稚園の子供のお話（協力一致）
会話 春の花について 天長節の話 日本の国の話 蜂や蝶の生活 かえるの話 雨や太陽のめぐみ 植物が生長するまで
動物の冬眠とめざめまで
観察 さくら とのさまがえる 新芽 つぼみ 動植物園の見学
生活習慣 第一、二、三に同じ 事物をよく観察する習慣をつける




























第 1週 端午の節句 第 2週 遠足・蜜蜂 第 3週 母の日・動物園 第 4週 蚕・渡り鳥
6
月主題：梅雨





第 1週 七夕様・天体の話 第 2週 食物について（野菜、果物、飲み物）
第 3週 海山の旅行（海水浴、登山） 第 4週 夏休みの計画及び準備、自然界（朝顔、蝉、蚊）
9
月主題：秋の自然界









第 1週 橋に就いて 第 2週 木の葉に就いて 第 3週 感謝祭 第 4週 燃料
12
月主題：クリスマスと歳暮
第 1週 キリスト降誕の準備 第 2週 愛（神は愛なり、汝の隣を愛すべし）

















第 1週 雛祭りの経験（昔の雛祭り、雛人形について、雛祭りのお客様） 第 2週 花壇（手入れ、種蒔きの準備、球根につ
いて）




































































































































































行事 遠足 運動会 神嘗祭 靖国神社祭
徳目 運動精神 努力 共同 親切 礼儀 勇気
週題 秋祭りと冬物売出し
作業・活動 お祭りあそびのおもちゃ 切紙 貼紙 お店あそびをする 果物をつくる 粘土 きびがら 麦わら
歌・遊戯 お祭り太鼓 おめめのさめた栗鼠 秋の歌 秋だよ秋だよ
リズム
童話 お目々のさめた栗鼠
会話 秋祭りの伝説について 秋祭りの意義 みこしやだしを見る時の注意 お祭りの注意する事項（お客様のあった場合
飲食物） 近頃の商店 夏物と冬物の比較

















































































Early may Handwork be made a Part of School Work?”, Na-
tional Education Association, Journal of Proceeding and Ad-
dresses, 1901, p.106.
１１）拙稿「保育形態論の確立とコンダクト・カリキュラム－








１３）Hill, P. S.（ed.）, A Conduct Curriculum for the Kindergar-
ten and First Grade, Charles Scribner’s Sons, 1923, pp.10-13.
本書は 1936（昭和 11）年、ランバス女学院教授であった
高森富士によって翻訳され、ランバス女学院から出版され
た。高森はコロンビア大学ティーチャーズ・カレッジでヒ
ルの指導を受け、A・M の学位を取得している。
１４）ibid., p.11.
１５）ibid., pp.11-13.
１６）ibid., p.9.
１７）ibid., pp.23-24.
１８）南、前掲。手書きの「保育案」には頁数が振られていな
関西福祉科学大学紀要第 22号（2018）
― １２ ―
い。
１９）「保育案」4月 1～4週目までの週案
２０）ピービー、前掲、2頁。
２１）「保育案」10月 2週目の週案。
２２）「保育日誌」1943年（聖和大学歴史資料館所蔵）
２３）汐見稔幸『さあ、子どもたちの「未来」を話しません
か』小学館、2017年、93頁。
２４）聖和保育史刊行委員会『聖和保育史』聖和大学、1985
年、153頁。南は立花の自由保育に関する記述を引用しな
がら、「この立花先生の実践こそ私の保育理論のバック
ボーンをなすものです。」と述べている（南編著、前掲書、
396頁）。
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